
ｉみどりと清流を求めて
「-．知床自然観察紋商林をトレックー.､

１６月2,日(8)餌3,回｢森林レク.,､麺床｣邉＿鰯と
|鰯鑑ｗ鰯麗鵬蹴：
|鶴繩鰹鵬と号:…．
！遅れに関係感＜､滴るよう趣轄こしだ｡魂れのある空沢

|衞鰯:繍鶏醗籍
|…｡………… 
!,ご鰈9纐震鶉溌躍聖…沿い
；午後からは｢ｴｿﾕｽﾞﾘﾊ｣の群落.原始そのものの
Ｉ針広混交林．「ﾄﾄﾞﾛｷの薊｣葱とを楽しみましだ｡縄

視線は山菜に／
～～矢０局三・ご「へ〈てニズゴ・衆斤魚羊～～

んＴ▲Ｔ

淡い職が瑞々しい春の知床で、６月８日（土）に第３０

回「森林レク・ｉｎ知床」を実錨しましだ。参加者は北見

市・網走市・斜里町から児亜２人を含む25名が穆加しま

しだ。

コースは旧道を中心とする約3.41q､と．鰻やかな下り

の蛇行する林閲コースごす。

当日は因高の天気に慰まれ、若葉が陶にきらめき明る

い森己は小凰がさえずっていましだ。コース沿いにはめ

つだに見られない大木の数々．小沼．鰯の爪項．道沿い

に咲く森の花越と自然観察の対象はだつぶり。聴診器で

跨ぐ樹液の流動音に．「生の神秘だ、」と眩い疋人もい

ましだ。とくに山菜は数が多く，今回も穆加の多かつ尼

女性庭らには格好の知的紅刺激となつだようです。どこ
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息吹く森！

役からは「エソユズリハ」の群落．原始そのものの

混交林．「トドロキの薊」葱とを楽しみましだ。縄

コース沿いに「タモギタケ」「シイタケ」色発見し

欧窟が沸きましだ。全行程５k日余りで４時間．

登り下りの山道を歩き．知床の深い鹿と変化に

冠む数々の俎面との遭遇。インストラクターの

嚢鹿のもと.日常の生活から原始的は風魏を合
に適す知床の自然にワープして．多くの自然を

体験し森林浴を楽しんだ－日は醤わりましだ.，

でも沢山探れるにもかかわらず．知らなかつだ

というハンゴンソウはしっかり覚えだようです。

掴の決壊し疋川量ロープを伝わって護るささ

やか紅冒険も織り混ぜ．ゆっくりと歩きながら

の自然観麟森林浴を．イペント穆加のみなさ
んは十分堪憧しだようこす。

ili 斜里の町の近くご豊かな自然が銭り．地元で「発見の森」と呼ぱ机ている森（国衡林142鉢班）で

６月２日『みどりの自然観察会』が開かれましだ。この観察会は知床森林センターと町立知床博物館

との初めての共艦ご主として斜里町民を対象にしだイベントです。センターから３人．博物館から

２人の職員が案内と説明に当りましだ。

当日9時に町民運動公園テニスコート薊駐車圏に典まつ疋穆加害は14名で．うち子供は５人こす。

９時１０分に行動を開始しノビー行は．まず小島のさえずりに望通鋼遷セットして観察。目前でホパリ

ンクする小鳳に畷声。これはピンズイという烏ご渡りの夏風こしだ。アカハラもいましだ。砂地では

蜘地猟（ウスパカゲロウの幼虫）を観爵。まだタチツポスミレやミヤマハンシヨウヅルも咲いていま
した劇陶森に入ってからは軍の生え雇小径を中心に歩きましだ｡樹木112水を吸い上げる音を蕊鯵翻で聴
き，径沿いに生え遍幼い木を観察しましだ。まだクマゲラのあけ危孔，芽吹きの小枝．ミズナラやハ

リギリの大木．オオパナノエンレイソワの白い花．咲き残りのフデリンドウ．キタキツネの蝋穴．ト

クサの群落とチヤシ（先住民族の曹あと）．湿原でのエゾサンショウウオの卵塊と幼体など．コース

に沿って次々と坦面が展開し、おおいに楽しめましだ。まさに「発見の森」ごす。

全コース1.5kｍちょっとですが．身近な森の中にも発見と麗竜があります。鯵加のみ紅さんは約２

時間のイベントを．楽しく面白く過ごしだようです。

（このイベントはセンターゼは躯9回の「森とのふれあい」として位置づけされております。）
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ｉ全艮的６５ｋｍ･北東に実電出逼囲．知床半島。転勤をするなら利尻島か；田床に行き雇いとの思いが叶いこの４月から知ｉ

:床の玄関□てある斜里町の知床海林ｾﾝﾀｰに勤務することにはつだ｡もちろん､管轄は知床半島ごある｡知床はｱｲﾇ函Ｉ
；て｢ｼﾙｴﾄｸ」（地の果て)と園う恵味､この図葉に何故か僕もﾛﾏﾝを感じる1人紅のである｡そん怠思いき抱璽がら；
：３ヵ月が優ら．センターの蕊務にも慣れて巴だとこうである。

ｌここ…廻唾主に蕊……林づくりについて…してもらう庭のｲﾍﾞﾝﾄ｡と篭通じ嬉讐及活、藪林.噸！
；植物職と蓬きめ疋轟林生鰯観察四査査通じての飼報収襲・蝿#1．来妨者の案内．轟林の巡視業務等々ごある。ここへ来るimに１
１い瞳営蝿とは違う藁駒に.海林の仕ﾛﾛを掴櫨的に纏わってい尼便にとっては画林生蝿】Kの霊的な題Ｅ－から学べる随：
Ｉ坦乙もあり大変鱸深く毎Bを過ごしている。ｉ

Ｉこの間に行つ遇イベント(3回実施)醤経験し,企画.奥鰯をする=ども面白いが.イベント,ご鯵加琶し逼色・葱方々に出ｉ
ｉ 

ｉ会えるCD唾いへん新醗があり楽しいことである｡足逼その反亜「この花は何?｣荘とヒロUかれると困ってしまい合１
１まで栖物KIと関心が紅かつ庭だけに．当分の間は図匿とのにらめっこが続きそうである。

ｉこうして蛤まつだセンターどの生活．当分はどの鼬垣Iこい尼いと思うが．そう何年も良く居れる限ではnL1のご知床をテｉ

ｌ－マに自分怠りに目的を持ち．ここでの仕願に取り俎んで砂雇いと思う。

ｉまだ、聡切から見える斜里岳逢初めとする知床連山邑眺めていると、暫く遼O､いていだ山歩きも再開しようと思う。１人ぷｉ
Ｏ 

；らりと久し鐙りに行つ疋残…斜里岳も気持ちのよいものどあつだし.つい囹近.厩臼畠･硫菌山に出かけてみjE時は.曾解ｌ
ｉ 

ｌＩプガ半月以上も遅れていだにも関わらす．ｎJ上付近ではツガザクラやイワヒゲ・キバナシヤクナゲなとの花が所鎮しと餌を劃１
９ 

；がせていり巳。：
ｐ 

ｉもう、知BFの短い夏は１０っている。ｉ
１ 
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